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対
外
的
な
経
済
関
係
の
先
行
き
は

一
層
見
通

る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

し
て
低
迷
が
続
い
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
ほ
か
、

一
時
期
の
低
迷
か
ら
持
ち
直
し
た
か
に
見
え
る

不
動
産
市
場
も
、
特
に
中
小
の
都
市
に
お
け
る

住
宅
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
経
済
に
と
っ
て
の
不
安
材
料
で
あ

な
ど
の
大
型
の
耐
久
消
費
財
の
消
費
は
依
然
と

予
想
以
上
の
回
復
を
み
せ
た
。

一
方
で
自
動
車

れ
た
、
同
年
の
第
1
四
半
期
の

G
D
P
（
国
内

の
再
編
が
ど
の
よ
う
な
着
地
点
を
見
出
す
の
か
、

ま
だ
見
通
し
は
つ
い
て
い
な
い
。
ま
た
、

2
0

2
2
年
2
月
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
お
よ
び
そ
の
後
の
西
側
諸
国
に
よ
る
経
済
制

裁
も
、
中
国
経
済
の
ゆ
く
え
に
と
っ
て
大
き
な

不
確
実
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の

よ
う
な
先
行
き
の
不
透
明
性
の
中
で
、
中
国
経

済
は
内
向
き
傾
向
を
強
め
て
お
り
、
こ
の
こ
と

が

「一

帯

一
路
」
構
想
に
代
表
さ
れ
る
こ
れ
ま

で
の
中
国
の
対
外
投
資
や
資
金
援
助
政
策
の
あ

り
方
が
大
き
く
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

総
生
産
）
は
前
年
同
期
比
4
.
5
％
の
増
加
で
、

高
ま
っ
て
い
る
。
2
0
2
3
年
4
月
に
公
表
さ

米
中
の
経
済
摩
擦
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

ま
ず
、
「
一
帯
一
路
」
構
想
が
提
起
さ
れ
た
背

景
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

2
0
1
4

年
ご
ろ
か
ら
中
国
政
府
は
、
中
国
経
済
が
「
新

常
態
」
と
表
現
さ
れ
る
安
定
的
成
長
段
階
に
入
っ

た
と
し
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
重
視
し
た
改
革

の
継
続
や
、
投
資
に
過
度
に
依
存
し
た
成
長
路

線
か
ら
の
転
換
、
い
わ
ゆ
る
「
供
給
側
の
改
革
」

が
さ
か
ん
に
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
新
た
な
成
長
パ
タ
ー
ン
の
一

っ
と
し
て
、

海
外
へ
の
積
極
的
な
資
本
投
資
と
、
そ
れ
に
伴

う
輸
出
の
拡
大
を
新
た
な
成
長
エ
ン
ジ
ン
に
す

の
先
行
き
に
関
す
る
不
透
明
性
は
か
つ
て
な
く

る
よ
う
に
、

コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
続
い
て
い
る
、

．
中
国
の
旺
盛
な
対
外
資
本
輸
出
拡
大
と

ー

そ
の
背
景

中
国
経
済
と

ポ
ス
ト

・
ゼ
ロ
コ

ロ
ナ
の
下
で
、
中
国
経
済

は
じ
め
に

し
に
く
い
。
2
0
2
2
年

10
月
に
バ
イ
デ
ン
政

権
が
打
ち
出
し
た
半
導
体
関
連
産
業
に
お
け
る

包
括
的
な
対
中
輸
出
規
制
の
方
針
に
象
徴
さ
れ

を
行
い
た
い
。

を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
そ
の
こ
と
が
世
界

経
済
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
に

つ
い
て
も
検
討

志
向
を
強
め
る
路」

--, 

一
帯
一

「内
向
き
」

の
ゆ
く
え

神戸大学大学院経済学研究科教授
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1970年生まれ。2001年神戸大学大学院経済学研究科博士課程修了。神戸学

院大学経済学部准教授等を経て、2010年神戸大学大学院経済学研究科准教授。

2014年より現職。著書に 『現代中国の財政金融システム：グローバル化と中

央— i也方関係の経済学』 (2011年、 名古屋大学出版会） 、『「壁と卵」の現代中国論』

(2011年、人文書院）等がある。

対
外
経
済
戦
略
の
た
め
の

「
ロ
ー
カ
ル
ハ
ブ
」

と
い
う
政
府
文
書
で
は
、
中
国
全
土
を
い
く
つ

か
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
た
上
で
、
各
省
ご
と
に

共
同
建
設
を
推
し
進
め
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
行
動
」

経
済
ベ
ル
ト
と

21
世
紀
海
上
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

府
機
関
が
連
名
で
発
表
し
た
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

国
内
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
通
じ
た
、
国
内
の
景

気
刺
激
策
と
地
域
振
興
政
策
の
実
施
、
と
い
う

意
味
を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば

2
0
1
5
年

3
月
28
日
に
、
国
家
発
展
改
革
委
員
会
な
ど
政

第
二
に、

「一

帯

一
路
」
構
想
は
、
関
連
す
る

つ
な
が
る
か
ら
だ
。

産
能
力
に
対
す
る
市
場
が
拡
大
す
る
こ
と
に
も

が
経
済
成
長
す
れ
ば
、
中
国
国
内
の
過
剰
な
生

る
と
い
う
政
府
の
発
展
戦
略
の
転
換
が
あ
げ
ら

れ
よ
う
。
「
一

帯

一
路
」
構
想
に
象
徴
さ
れ
る
、

こ
の
よ
う
な
資
本
輸
出
型
の
経
済
発
展
戦
略
は
、

中
国
経
済
の
今
後
の
持
続
的
な
発
展
と
い
う
観

点
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

第

一
に
、
こ
れ
ら
の
経
済
発
展
戦
略
は
、
過

剰
な
国
内
資
本
や
外
貨
準
備
を
海
外
に

「逃
が

し
」
、
従
来
型
の
経
済
成
長
パ
タ
ー
ン
の
中
で
顕

在
化
し
た
供
給
能
力
の
過
剰
を
緩
和
す
る
と
い

う
意
味
を
持
つ
。
さ
ら
に
中
国
政
府
の
対
外
援

助
や
直
接
投
資
な
ど
を
通
じ
て
海
外
の
新
興
国

規
模
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
独
自
に
推
計
を

公
式
な
統
計
資
料
が
存
在
し
な
い
た
め
、

そ
の

一
方
で
、
中
国
の
対
外
援
助
に
関
し
て
は
、

よ
い
だ
ろ
う
。

レ
ベ
シ
ュ
に
よ
る
と
、
中
国
に
対
す
る
途
上
国
・

重
要
で
あ
る
。
ホ
ー
ン
、
ラ
イ
ン
ハ
ー
ト
、
ト

ぱ
ら
海
外
需
要
の
喚
起
や
、
産
業
投
入
物
の
生

大
き
く
伸
び
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

2
0
1
0
年
か
ら

2
0
1
6
年
ご
ろ
に
か
け

ヤ
ー
ズ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
で
あ
る
。
図
か
ら
は
、

い
て
分
析
し
た

そ
れ
ら
の
援
助
額
に
影
響
を
与
え
る
要
因
に
つ

1
3
8
の
開
発
途
上
国
に
提
供
さ
れ
た
公
的
な

0
0
年
か
ら

2
0
1
4
年
の
間
に
中
国
か
ら

注
目
し
よ
う
。
例
え
ば
ド
レ
ハ
ー
ら
は
、

2
0
 

）
の
図
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は

2
0
0
1
年
か

を
建
設
す
る
べ
く
、

高
速
鉄
道
・
高
速
道
路
・
港

湾
整
備・
空
港
の
建
設
な
ど
、
交
通
網
の
整
備
に

代
表
さ
れ
る
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
プ
ロ
ジ
ェ

こ
の
う
ち
、
以
下
で
は
一
点
目
の
国
内
に
お

け
る
過
剰
な
供
給
能
力
の
解
消
、
と
い
う
点
に

対
外
資
金
援
助
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、

は
、
鉄
鋼
、

ア
ル
ミ
、

(D
r
e
h
e
r
 e
t
 a
l
.
,
 2
0
2
1
)

。
彼

ら
に
よ
る
と
、
中
国
か
ら
の
対
外
資
金
援
助
額

セ
メ
ン
ト
な
ど
生
産
財

の
過
剰
生
産
、
お
よ
び
外
貨
準
備
額
の
増
加
に

応
じ
て
増
加
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
一
帯

一

路
」
に
代
表
さ
れ
る
中
国
政
府
に
よ
る
旺
盛
な

対
外
資
金
援
助
の
背
景
に
は
、
国
内
の
供
給
能

力
お
よ
び
資
金
の
過
剰
供
給
の
問
題
を
、
も
っ

産
設
備
の
オ
フ
シ
ョ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
解
決

し
よ
う
と
す
る
政
府
の
姿
勢
が
あ
っ
た
と
見
て

ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
た
。

(1
)
 

行
う
必
要
が
あ
る
。
北
野
尚
宏
ら
は
、
中
国
商

務
部
の
年
次
活
動
報
告
な
ど
を
基
に
、
継
続
し

て
中
国
の
対
外
援
助
額
に
関
す
る
推
計
を
行
っ

て
い
る

(
K
i
t
a
n
o
11
M
i
y
a
b
a
y
a
s
h
i
,
2
0
2
0
)

。

そ
の
値
に
基
づ
い
た
ネ
ッ
ト
の
対
外
資
金
援
助

額
を
グ
ラ
フ
で
示
し
て
お
く
（
次
頁
の
図
1
)
。

ら
2
0
2
0
年
度
ま
で
に
中
国
が
行
っ
た
二
国

間
の
無
償
援
助
（
グ
ラ
ン
ト
）
お
よ
び
有
償
貸

付
国
際
機
関
へ
の
出
資
・
拠
出
を
通
じ
て
行
わ

れ
る
多
国
間
援
助
、
さ
ら
に
は
優
遇
金
利
の
度

合
い
が
低
い
た
め
に
政
府
の
公
式
な
対
外
援
助

の
中
に
は
含
ま
れ
な
い
輸
出
金
融
（
優
遇
バ
イ

て
、
無
償
資
金
協
力
が
頭
打
ち
で
あ
る
の
に
比

べ
て
、
輸
出
金
融
を
含
む
有
償
の
貸
し
付
け
が

た
だ
し
、
積
極
的
な
途
上
国

・
新
興
国
へ
の

資
本
輸
出
に
関
し
て
は
、
「
対
外
援
助
」
の
枠
組

み
に
は
含
ま
れ
な
い
、
商
業
ベ
ー
ス
の
も
の
も

新
興
国
の
公
的
債
務
残
高
は

2
0
0
9
年
頃
か

ら
急
速
に
伸
び
て
お
り
、
合
計
で
は
世
界
銀
行

に
対
す
る
債
務
残
高
を
超
え
る
水
準
に
あ
る
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前
節
で
見
た
よ
う
な
、

国
内
に
お
け
る
資
金

2
.
「
債
務
の
罠
」
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判

R
e
i
n
h
a
r
t
11
T
r
e
b
e
s
c
h
.
 2
0
2
1
)

。

的
に
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(H
o
r
n
11

が
ヽ

そ
の
内
訳
は
商
業
ベ
ー
ス
の
貸
付
が
圧
倒

図 1

.8.0 

7.0 

6.0 

5.0 

4.0 

3.0 

2.0 

1.0 

0.0 

中国の対外援助推計額の推移（ネット， 10億汎）

亡ニコ多国間： 国際機関への出資 ・拠出

一 二国間無償資金協力（防疫特別基金）

一 二国間 ：優遇借款貸付

ニニコニ国間無償資金協力，無利子貸付

一 優遇バイヤーズ・クレジッ ト〈右目盛り〉
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注： 2020年の数値は予測値。

出所 ：Kitano=Miyabayashi (2020) 

余
剰
の
拡
大
を
解
消
す
る
手
段
と
し
て

の
中
国

6
0
0
l
 

O
I
O
N
 

I
I
O
N
 

z
t
o
z
 

E
I
O
N
 

V
I
O
N
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O
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1
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L
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O
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00toz 

6
1
0
(
'
.
 

O
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O
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9.0 
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5.0 

4.0 
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2.0 

1.0 

0.0 

変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

(D
e
v
e
-

か
ら
新
興
国

へ
の
旺
盛
な
資
本
輸
出
は
、

2
0

1
6
年
の
米
大
統
領
選
で
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
勝

へ
の
期
待
か
ら
元

（過
剰
債
務
削

減
）
政
策
の
実
施
も
、

「一

帯

一
路
」
に
代
表
さ

れ
る
対
外
資
本
輸
出
を
通
じ
た
経
済
発
展
戦
略

な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
背
景
と
し
て
、

世
界
銀
行
の
開
発
委
員
会
が

2
0
1
8
年
に
発

表
し
た
レ
ポ
ー
ト
は
、
近
年
に
途
上
国
・
新
興

国
が
抱
え
て
い
る
負
債
の
内
容
構
成
が
大
き
く

l
o
p
m
e
n
t
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
,
 
2
0
1
8
)

。
そ
れ
ま
で

は
、
先
進
国
や
I
M
F
、
世
界
銀
行
と
い
っ
た

国
際
機
関
が
途
上
国

へ
の
貸
付
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
累
積
債
務
問
題
が
生
じ
て
い

た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
顕
著
な
変
化
と
し
て
、

中
国
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
新
典
国
自
体
が
こ

た
ら
す
も
の
と
し
て
批
判
を
浴
び
る
よ
う
に

な
対
外
援
助
が
い
わ
ゆ
る
「
債
務
の
罠
」
を
も

も
う

―
つ
の

「
逆
風
」
は
、
中
国
の
積
極
的

も
た
ら
す
と
い
う
懸
念
が
ぬ
ぐ
え
な
い
の
は
、

に
と
っ
て
は
逆
風
と
な
っ
た
。

ク
要
因
と
な
る
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る

確
で
は
な
い
側
面
が
あ
り
、

そ
れ
自
体
が
リ
ス

て
進
め
ら
れ
た
デ
レ
バ
レ
ッ
ジ

な
基
準
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
の
か
が
明

1
8
年
以
降
、
人
民
銀
行
な
ど
が
主
体
と
な
っ

に
よ
る
対
新
興
国
貸
付
は
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う

る
を
得
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

2
0

に
増
加
し
つ
つ
あ
る
中
国
な
ど
の
新
典
国
自
身

は
海
外
へ
の
資
本
輸
出
に
強
い
規
制
を
か
け
ざ

冗
安
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
中
国
政
府

安
圧
力
が
強
ま
る
と
共
に
、
大
き
く
変
化
し
た
。

を
踏
ま
え
、
多
く
の
先
進
国
や
国
際
機
関
は
そ

利
に
よ
っ
て

「強
い
ド
ル
」

れ
ら
の
対
新
典
国
の
貸
付
の
主
体
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
途
上
国
に
対
す
る
貸
付

が
深
刻
な
債
務
問
題
を
も
た
ら
し
て
き
た
こ
と

理
が
進
ん
で
き
た
。

の
リ
ス
ク
に
敏
感
に
な
り
、
債
務
の
リ
ス
ク
管

そ
れ
に
対
し
、
近
年
急
激

の
で
あ
る
。

「
早
す
ぎ
る
脱
工
業
化
」
と
「
一
帯
一
路
」

中
国
に
よ
る
対
外
援
助
が

「債
務
の
罠
」
を

そ
れ
が
非
援
助
国
の
経
済
成
長
を
ゆ
が
め
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
梶
谷

(2
0

2
0
)
 は
、
こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、
開
発
経
済
学
の
分
野
で
提
起

さ
れ
て
き
た
、
新
典
国
の
「
早
す
ぎ
る
脱
工
業

化
」
と
い
う
概
念
に
注
目
し
た
議
論
を
行
っ
た
。

発
展
段
階
の
初
期
段
階
に
お
い
て
は
工
業
化
が

進
み
、
さ
ら
に
経
済
が
成
熟
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
脱
工
業
化
の
動
き
が
生
じ
て
く
る
、
つ
ま
り

サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
の
移
行
が
生
じ
る
、
と
い
う

2023.6 no.672 East Asia 4 



⇔ 回亘直困酌正直］国図

表 1 中国による対外援助と被援助国の工業化

(1) (2) (3) (4) (5) (6) 

被説明変数 製造業付加価値／ GDP 工業部門雇用者比率

人口 5.454** 6.315** 6.456** -0.437 0.955 1.162 

(2.43) (2.53) (2.59) (4. 70) (4.58) (4.63) 

人口 （二乗） -0.120 -0.153* -0.155* 0.051 -0.001 -0.006 

(0.08) (0.09) (0.09) (0.14) (0.14) (0.14) 

一人当たり GDP 6.712 6.033 8.224* 11.62 10.850 14.264* 

(4.65) (4.47) (4.89) (7.43) (7.46) (7.18) 

一人当たり
-0.342 -0.328 -0.446 -0.423 -0.415 -0.606 

GDP（二乗）
(0.28) (0.28) (0.30) (0.48) (0.48) (0.46) 

対外経済合作 -0.315 -0.024 -0.566* -0.506 -0.080 -0.881*** 

(0.292) (0.32) (0.29) (0.31) (0.34) (0.31) 

アフリカダミー ＊
-0.501** -0.675** 

対外経済合作
(0.22) (0.24) 

アジアダミー ＊
0.450* 0.745*** 

対外経済合作
(0.26) (0.21) 

標本数 1,951 1,951 1,951 1,868 1,868 1,868 

決定係数 0.195 0.225 0.220 0.434 0.469 0.477 

注l

注 2
注3
出所

き
な
支
障
と
な
る
だ
ろ
う
。

（） 内の数値は クラス トロバスタ標準誤差を表す。また，＊＊＊ は係数の推計値が 1％水準で， ＊＊は5%

水準で，＊ は10％水準で，それぞれ統計的に有意であ るこ とを示す。

説明変数には，対外経済合作の名目値を使用 している。

すべての推計において年ダミ ーを説明変数に加えている。

梶谷 (2020)

問
題
だ
と
い
え
る
。
特
に
そ
れ
ら
の

新
典
国
が
多
く
の
債
務
を
抱
え
て
い

る
場
合
に
は
、

工
業
化
の
遅
れ
は
債

務
を
滞
り
な
く
返
済
す
る
上
で
の
大

的
な
発
展
と
い
う
観
点
か
ら
大
き
な

広
が
り
は
、

こ
れ
ら
の
国
々
の
持
続

止
ま
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
現
象
の

業
化
、
す
な
わ
ち
製
造
業
の
拡
大
が

G
D
P
の
水
準
が
低
い
ま
ま
に
脱
工

国
・
新
典
国
に
お
い
て
一
人
当
た
り

て、

上
述
の
よ
う
に
多
く
の
途
上

ロ
ド
リ

ッ
ク
に
よ
れ
ば
、

①
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
無
条
件
の
収
束
を
示

す、

②
雇
用
吸
収
力
が
高
い
、

③
製

品
が
貿
易
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
性

質
を
持
つ
製
造
業
の
発
展
は
、
新
典

国
が
持
続
可
能
な
成
長
を
目
指
す
上

で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ

れ
て
い
る
（
ロ
ド
リ
ッ
ク
、

2
0
1
9
)
。

下
し
て
い
く
現
象
が
広
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

特
に
製
造
業
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
が
む
し
ろ
低

性
の
あ
る

「
早
す
ぎ
る
脱
工
業

(
p
r
e
m
a
t
u
r
e

U
n
-industri
a
lizati
o
n
)
」
と
し
て
問
題
視
さ

も
関
わ
ら
ず
、

G
D
P
に
占
め
る
第
二
次
産
業

国

・
新
興
国
の
持
続
的
発
展
を
阻
害
す
る
可
能

が
先
進
国
の
所
得
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
に

の
ダ
ニ
・
ロ
ド
リ

ッ
ク
な
ど
に
よ
っ
て
、
途
上

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
近
年
に
お
い
て
は
新
興
国

こ
の
よ
う
な
現
象
に
つ
い
て
は
、
経
済
学
者

の
が
こ
れ
ま
で
の

一
般
的
な
発
展
パ
タ
ー
ン
で

な
っ
て
い
る
。

項
が
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
を
示
し
て
い
る
の
に
対

、
ー
の
交
差
項
を
加
え
て
推
計
を
行
っ
て
い
る
。

（梶

特
に
中
国
が
集
中
的
に
資
金
を
提
供
し
て
い

る
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
、
「
早
す
ぎ
る
脱
工
業
化
」

を
起
こ
し
が
ち
な
資
源
国
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

国
々
も
既
存
研
究
が
示
す
よ
う
に
、
中
国
か
ら

の
資
金
提
供
に
よ
り
資
源
の
開
発
・
輸
出
は
進

む
た
め
、
短
期
的
に
は
経
済
成
長
の
加
速
が
観

化
」
の
観
点
か
ら
は
、
資
源
開
発
へ
の
傾
倒
は

む
し
ろ
工
業
化
の
長
期
的
な
成
長
を
妨
げ
る
可

能
性
が
あ
る
。
筆
者
は
、
そ
れ
を
実
証
す
る
た

め
に
被
説
明
変
数
と
し
て
製
造
業
付
加
価
値
の

G
D
P
に
占
め
る
シ
ェ
ア
お
よ
び
工
業
部
門
雇

用
者
の
全
労
働
者
に
占
め
る
比
率
を
用
い
、
説

明
変
数
に
中
国
か
ら
そ
の
国
に
対
す
る
経
済
援

(2
)
 

助
の
代
替
変
数
を
入
れ
て
分
析
を
行
っ
た

谷、

2
0
2
0
、
表

1
)
。

中
国
に
よ
る
資
金
援
助
が
被
援
助
国
の
産
業

構
造
に
与
え
る
影
響
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に
、
表
ー
の
推

計
式
②
、
③
、
⑤
、
⑥
で
は
、
中
国
か
ら
の
資

金
援
助
と
ア
フ
リ
カ
ダ
ミ
ー
お
よ
び
ア
ジ
ア
ダ

そ
の
結
果
か
ら
、

ア
フ
リ
カ
ダ
ミ
ー
と
の
交
差

し
、
ア
ジ
ア
ダ
ミ
ー
と
の
交
差
項
は
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
る

（中
国
か
ら
の
資
金
援
助
が
与
え

測
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
早
す
ぎ
る
脱
工
業

5
 

East Asia no.672 2023.6 



「内向き」志向を強める中国経済と「一帯一路」のゆくえ

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
経
済
を
取

「
内
向
き
」
志
向
を
強
め
る
中
国
経
済
と

「
国
内
大
循
環
」

3
.
 

編
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
背
景
の
一
っ

に
入
れ
る
た
め
に
仕
掛
け
た
の
が

「
債
務
の
罠
」

だ
、
と
い
う

一
部
の
報
道
で
強
調
さ
れ
る
イ
メ
ー

ジ
が
、
実
態
に
即
し
て
い
な
い
の
は
明
ら
か
だ
。

し
か
し
、
同
時
に
中
国
の
官
民
に
よ
る
旺
盛
な

資
本
輸
出
は
、
援
助
対
象
国
の
産
業
構
造
に
ゆ

が
み
を
与
え
、
特
に
長
期
的
な
経
済
発
展
を
阻

害
し
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
後
述

す
る
よ
う
に
、
近
年
援
助
対
象
国
の
債
務
の
再

と
し
て
、
こ
の
よ
う
な

「早
す
ぎ
る
脱
工
業
化
」

の
問
題
の
存
在
も
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

り
巻
く
不
透
明
性
が
高
ま
る
中
、
中
国
政
府
は

経
済
政
策
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
、
よ

政
府
が
援
助
対
象
国
の
資
源
や
イ
ン
フ
ラ
を
手

中
国
の
旺
盛
な
対
外
援
助
に
つ
い
て
、
中
国

あ
る
。

る
工
業
化
へ
の
負
の
影
響
が
相
殺
さ
れ
て
い
る
）

こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
か
ら
ア
フ

リ
カ
諸
国
に
対
す
る
資
金
援
助
は
、
被
援
助
国

の
工
業
の
シ
ェ
ア
を
縮
小
さ
せ
る
効
果
を
持
つ

の
に
対
し
、

ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
資
金
援
助

に
は
そ
の
よ
う
な
効
果
は
観
測
さ
れ
な
い
の
で

中
国
の

「内
向
き
」
シ
フ
ト
を
示
す
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
が

「国
内
大
循
環
」
で
あ
る
。
こ

れ
は
、

2
0
2
0
年
7
月
に
開
催
さ
れ
た
中
国

共
産
党
中
央
政
治
局
会
議
で
「
国
内
大
循
環
を

主
体
と
し
、
国
内
国
際
の
双
循
環
を
促
進
」
と

い
う
新
た
な
成
長
枠
組
み
を
甚
調
と
す
る
方
針

が
出
さ
れ
る
中
で
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
同
年
10

月
に
開
催
さ
れ
た
共
産
党
第
19
期
中
央
委
員
会

第
5
回
全
体
会
議
（
五
中
全
会
）
で
可
決
さ
れ

た
第
14
次
五
か
年
規
画
の
建
議
の
中
で
は
、
「
国

内
大
循
環
」
に
関
し
、
「
国
内
市
場
、
生
産
ラ
イ

ン
、
分
配
、
流
通
、
消
費
の
各
環
節
に
お
い
て

産
業
独
占
と
地
方
保
護
を
打
破
し
国
民
経
済
の

良
好
な
循
環
を
も
た
ら
す
も
の
」
と
い
う
定
義

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
方
政
府
の

保
護
主
義
を
戒
め
つ
つ
、
生
産
要
素
の
市
場
化

を
通
じ
た
供
給
側
改
革
を
促
進
す
る
と
い
う
、

「
国
内
大
循
環
」

に
内
包
さ
れ
た
性
格
が
明
確
に

な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

為
替
•
金
融
政
策
を
巡
る
情
勢
の
変
化

中
国
経
済
が
こ
の
よ
う
な
「
内
向
き
」
化
を

進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
の
一
っ
目
と
し
て

為
替
・
金
融
政
策
を
巡
る
情
勢
の
変
化
が
あ
げ

い
る
。

り

「内
向
き
」
の
姿
勢
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て

内
に
お
け
る
過
剰
生
産
に
非
常
に
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
為
替
や
金
融
政

策
を
巡
る
状
況
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
外
貨

準
備
の
動
向
と
元
ド
ル
レ
ー
ト
の
動
向
に
注
目

し
た
い
。
外
貨
準
備
は
「

一
帯
一
路
」
が
提
起

さ
れ
た

2
0
1
4
年
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後
は

ほ
ぽ
横
ば
い
、
も
し
く
は
ゆ
る
や
か
に
減
少
に

転
じ
て
い
る
。
2
0
1
5
年
ご
ろ
ま
で
は
元
高

期
待
か
ら
海
外
か
ら
の
資
金
流
入
が
増
大
し
、

何
ら
か
の
不
胎
化
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
国
内

の
通
貨
量
が
増
え
て
イ
ン
フ
レ
も
し
く
は
資
産

バ
ブ
ル
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
状
況
に

あ
っ
た
。「一

帯
一
路
」
に
代
表
さ
れ
る
積
極
的

な
対
外
資
金
援
助
が
提
起
さ
れ
た

―
つ
の
狙
い

は
、
増
加
す
る
外
貨
準
備
を
国
内
で
は
な
く
海

外
に
振
り
向
け
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、

2
0
1
7
年
に
成
立
し
た
ト
ラ
ン

プ
政
権
以
降
は
、
米
国
政
府
が
保
護
主
義
的
な

政
策
や
産
業
政
策
な
ど
を
通
じ
て
国
内
の
投
資

を
増
加
さ
せ
る
政
策
に
転
じ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

ド
ル
の
上
昇
期
待
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
、

元
ー
ド
ル
レ
ー
ト
は

1
ド
ル

11
6
.
5
元
か
ら

7

元
の
間
で
変
動
を
続
け
な
が
ら
も
そ
れ
ま
で
の

よ
う
な
元
高
期
待
が
国
内
に
過
剰
流
動
性
を
生

み
出
す
状
況
は
終
焉
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

ら
れ
よ
う
。
前
節
で
、
中
国
の
対
外
援
助
は
国

2023.6 no.672 East Asia 6 



⇔ 回圏圏利圏国回圏配図

提
起
さ
れ
た
時
期
の
為
替

・
金
融
政
策
を
巡
る

米
中
対
立
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
編

背
景
の
二
つ
目
は
、
米
中
対
立
の
長
期
化
で
あ

る
。
中
国
社
会
科
学
院
世
界
経
済
・
政
治
研
究

所
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
の
徐
奇
淵
は
、
米
中
対
立

う
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る

（徐、

2
0
2

1
)。
た
と
え
は
、

重
要
な
中
間
財
の
輸
入
を
海

経
済
制
裁
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
脆
弱
だ
。
そ
の

よ
う
な
リ
ス
ク
に
対
し
、

ど
の
よ
う
に
し
て
代

特
に
電
気

・
電
子
機
器
、
機
械
・

設
備
、
さ

ら
に
光
学

・
医
療
機
器
と
い
っ
た
、
中
国
に
と
っ

て
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
脆
弱
性
が
懸
念
さ
れ

る
産
業
に
つ
い
て
、
徐
は
、
海
外
で
は
な
く
国

内
の
中
部
・
西
部
地
区
を
組
み
込
む
か
た
ち
で

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
を
検
討
す
べ
き

゜
ろ
ノ
‘
 

し と
が
重
要
な
課
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
と

替
的
な
供
給
体
制
を
整
備
す
る
の
か
と
い
う
こ

外
に
依
存
し
て
い
る
産
業
は
米
国
な
ど
か
ら
の

チ
ェ
ー
ン
の
安
全
性
に
対
し
て
注
意
を
払
う
よ

の
長
期
化
に
よ
り
、
中
国
政
府
は
バ
リ
ュ
ー

中
国
経
済
が

「内
向
き
」
の
姿
勢
を
強
め
た

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

前
提
が
、
少
し
前
か
ら
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
っ

「
一
帯
一

路
」
の
よ
う
な

「外
向
き
」
の
政
策
が

だ
と
主
張
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
地
域
ご

と
に
異
な
っ
た
傾
斜
税
制
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

中
・
西
部
地
域
へ
の
企
業
投
資
を
促
進
す
る
こ

と
や
、
中
部

・
西
部
地
域
の
政
府
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
制
約
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
改
善
し
、
市
場

化
の
レ
ベ
ル
と
政
府
の
効
率
性
を
高
め
、
政
府

と
企
業
の
関
係
を
改
善
す
る
こ
と
な
ど
を
政
策

想
は
、
中
国
政
府
が
掲
げ
る
上
述
の
「
国
内
大

循
環
」
の
方
針
に
も
合
致
し
た
も
の
で
あ
り
、

基
本
的
に
は
、
投
資
資
金
の
国
内
回
帰
と
い
う

「内
向
き
」
の
姿
勢
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
だ
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
早
め
る

「
一
帯

一
路
」
の
終
焉

イ
ナ
戦
争
の
影
響
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き

た
よ
う
な
経
済
政
策
に
お
け
る

「内
向
き
」
志

向
の
強
ま
り
は
、

「一

帯

一
路
」
政
策
に
代
表
さ

れ
る
、
中
国
の
対
外
投
資
や
資
金
援
助
政
策
の

あ
り
方
を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
例

え
ば
、
中
国
社
会
科
学
院
の
研
究
員
で
国
際
金

融
が
専
門
の
余
永
定
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後

の
西
側
諸
国
に
よ
る
ロ
シ
ア
に
対
す
る
金
融
制

裁
を
踏
ま
え
、
中
国
が
抱
え
る
多
額
の
外
貨
準

三
つ
目
の
背
景
と
し
て
い
え
る
の
が
ウ
ク
ラ

構
想
と
し
て
提
言
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構

中
国
の
海
外
向
け
融
資
の
20
％
近
く
を
占
め
る

と
い
う
。

)の

3
カ
国
を
合
わ
せ
る
と
、
過
去

20
年
間
の

備
が
、
今
後
は
新
た
な
リ
ス
ク
要
因
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（余、

2

0
2
2
)
。
米
国
が
ロ
シ
ア
に
対
し
て
行
っ
た
よ

う
に
中
国
の
中
央
銀
行
が
保
有
す
る
ド
ル
建
て

資
産
を
凍
結
す
れ
ば
、
中
国
が
持
つ
海
外
資
産

の
価
値
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
か
ら
だ
。

ま
た
、
前
述
の
ホ
ー
ン
ら
は
、

「一

帯
一
路
」

に
代
表
さ
れ
る
中
国
の
海
外
投
資
ブ
ー
ム
が
、

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
に
よ
り
深
刻
な

障
害
に
ぶ
つ
か
る
だ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る

(H
o
r
n
11
R
e
i
n
h
a
r
t
11
T
r
e
b
e
s
c
h
,
 
2
0
2
2
)

。
そ

の
根
拠
と
な
る
の
は
、
中
国
の
政
府
系
金
融
機

関
が
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
お
よ
び
ベ
ラ
ル
ー

シ
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
融
資
額
の
大
き
さ
だ
。

彼
ら
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
国
有
銀
行
は

2
0
0

0
年
以
降
、
ロ
シ
ア
に
対
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

の
国
有
企
業
を
中
心
に
累
積
l
2
5
0
億
誌
以

上
の
融
資
を
行
っ
て
き
た
。
中
国
は
ま
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
対
し
て
も
主
に
農
業
と
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ

1
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心

に
70
億
炉
ほ
ど
の
、
さ
ら
に
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
に

対
し
て
も
80
億
炉
ほ
ど
の
融
資
を
行
っ
て
き
た
。
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「内向き」志向を強める中国経済と「一帯一路」のゆくえ

国
の
政
府
系
金
融
機
関
に
よ
る
途
上
国
債
務
の

年
以
降
、

D
S
S
ー
の
枠
組
み
に
基
づ
く
、
中

を
導
人
し
た
。
ホ
ー
ン
ら
に
よ
れ
ば

2
0
2
0

S
u
s
p
e
n
s
i
o
n
 Initi
a
t
i
v
e
)

と
呼
ば
れ
る
、
債

務
の
再
編
お
よ
び
支
払
不
能
や
流
動
性
問
題
な

ど
へ
の
対
処
を
支
援
す
る
た
め
の
共
通
枠
組
み

(D
e
b
t
 S
e
r
v
i
c
e
 

高
ま
る
債
務
不
履
行
の
リ
ス
ク

摘
し
て
い
る

(H
o
r
n
11
R
e
i
n
h
a
r
t
11
T
r
e
b
e
s
c
h,

2
0
2
2
)

。
名
ク
く
の
場
合
、
こ
れ
ら
途
上
国
向
け
の

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
が
世
界
に
広
が
る
と
、

G

20
は
最
貧
国
の
公
的
債
務
返
済
を

一
時
的
に
停

実
際
の
と
こ
ろ
、

2
0
1
5
 

こ
の

2
0
1
9
年
と
い
う
時

期
は
、
習
近
平
国
家
主
席
が
「
一

帯

一
路
」
に
つ
い

て、

今
後
は

「質
の
高
い
発
展
」
を
目
指
す
も

の
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
を
盛
ん
に
発
言
す
る

よ
う
に
な
っ
た
時
期
と
重
な
る
。

つ
ま
り
、
国

内
の
余
剰
資
金
を
な
り
ふ
り
構
わ
ず
新
興
国
・

途
上
国
に
振
り
向
け
る
と
い
う
「
一
帯
一
路
」

の
初
期
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
数
年
前
か
ら
す
で
に

実
態
か
ら
か
け
離
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

止
す
る
た
め
に

D
S
S
I

き
た
。

と
は
い
え
ず
、

整
理

・
再
編
の
対
象
と
な
っ
て

資
対
象
国

へ
の
十
分
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る

ナ
ス
に
転
じ
て
い
る

（図
2
)。

政
策
系
金
融
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
融

し、

2
0
1
9
年
以
降
は
マ
イ

融
資
は
国
家
開
発
銀
行
や
輸
出
入
銀
行
な
ど
の

2
0
1
6
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

部
門
へ
の
資
金
の
純
移
転
は
、

中
国
か
ら
中
低
所
得
国
の
政
府

中国の新興国向け純資金フロー

(100万恥）
20,000 

図2

本
稿
で
は
、
内
外
に
お
け
る
経
済
的
な
リ
ス

ク
の
高
ま
り
を
受
け
、
中
国
政
府
は
今
後

「内

向
き
」
の
姿
勢
を
強
め
て
い
く
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
見
方
を
示
し
て
き
た
。
特
に
「
一
帯

一

路
」
に
代
表
さ
れ
る
中
国
の
官
民
を
合
わ
せ
た

15,000 

お
わ
り
に

4
.
 
と
新
興
国
の
資
金
不
足
に
ど
う
取
り
組
む
か

10,000 

5,000 

゜

か
ら
現
在
で
は

60
％
に
ま
で
増
加
し
た
と
指

D
e
b
t
 S
t
a
t
i
s
tics
)
に
よ
れ
ば
、

国
に
対
す
る
比
率
は

2
0
1
0
年
の
約

5

%

の
対
外
融
資
の
う
ち
、
債
務
危
機
に
あ
る
借
入

例
え
ば
、
世
界
銀
行
の
国
際

債

務

統

計

(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
ホ
ー
ン
ら
は
、
中
国

か
に
曲
が
り
角
に
き
て
い
る
。

な
ど
の
リ
ス
ク
を
生
じ
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ

け
融
資
は
、
数
年
前
か
ら
明
ら

て
い
る
の
か
が
明
確
で
は
な
く
、
債
務
不
履
行

た
中
国
の
新
典
国
・
途
上
国
向

資
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
に
甚
づ
い
て
行
わ
れ

年
前
後
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

て
い

し
つ
つ
あ
る
中
国
の
新
興
国
・
途
上
国
へ
の
融

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近
年
急
激
に
増
加

い
る
。

再
編
件
数
は
急
激
に
増
加
し
て

-5,000 
2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 

注：数字は中国から低中所得国への新規貸付から元利償還を差し引いた額。

出所： WorldbankInternational Debt Statistics 
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⇔ 回圏回桓直亨回

に
過
去

10
年
間
の

I
M
F
融
資
総
額
の

20
％
以

に
よ
る
と
、
中
国
に
よ
る
救
済
融
資
は
、
す
で

文
の
中
で
、
中
国
が
債
務
危
機
に
陥
っ
た
国
に

）
の
点
に
関
し
て
、

ホ
ー
ン
ら
が
最
新
の
論

え
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

は
、
ま
た
新
た
な
リ
ス
ク
を
国
際
社
会
に
も
た

ら
す
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
中
国
が
新
興
国
に
対

て
そ
れ
ら
の
国
々
の
持
続
的
な
経
済
成
長
を
支

対
し
て
、

二
国
間
の
通
貨
ス
ワ
ッ
プ
の
枠
組
み

を
用
い
た
救
済
融
資
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る

と
い
う
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る

(
H
o
r
n
1
1

R
e
i
n
h
a
r
t
1
1
P
a
r
k
1
1
T
r
e
b
e
s
c
h
,
 
2
0
2
3
)

。
彼
ら

●
注
1

こ
れ
ま
で
中
国
政
府
は
、

2
0
1
1
年
と

2
0
1
4
年

に
そ
れ
ぞ
れ
対
外
援
助
白
書
（
『
中
国
的
対
外
援
助
』
白

皮
書）

を
発
表
し、

1
9
5
0
S
2
0
0
9
年
お
よ
び

2
0
l
o
s
l
2
年
の

二
つ
の
期
間
に
中
国
が
行
っ
た

対
外
援
助
の
総
額
を
公
表
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
年
ご

と
の
援
助
額
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

2
梶
谷

(2
0
2
0
)
で
は
、
対
外
援
助
額
の
代
理
変
数

と
し
て
、
援
助
額
と
強
い
相
関
を
持
つ
各
国
と
中
国
と

の
対
外
経
済
合
作
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
い
る
。

●
参
考
文
献

D
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,
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x
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,
 

A
 u
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 ti
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 S
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g
e
,
 an
d
 M
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e
l
 J
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 Ti
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e
y
.
 

退
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
あ
と
に
ど
の
よ
う
に
し

す
る
気
前
の
良
い
資
金
供
給
者
の
役
割
か
ら
撤

決
し
て
小
さ
く
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。

実
績
を
持
つ
日
本
が
そ
こ
で
果
た
す
役
割
は
、

だ
。
す
で
に
新
興
国

・
途
上
国
援
助
の
豊
富
な

中
国
が
、

「
内
向
き
」
の
姿
勢
を
強
め
る
こ
と

粘
り
強
く
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う

し
た
地
位
を
世
界
経
済
に
お
い
て
占
め
て
い
る

責
任
あ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
続
け
る
よ
う
、

し
か
し
、
す
で
に
超
大
国
と
し
て
の
確
固
と

足
を
ど
う
解
決
す
る
の
か
」
と
い
う
課
題
へ
の

う
指
摘
も
あ
る
。

D
I
)
」
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
つ
つ
あ
る
、
と
い

こ
の
よ
う
な
指
摘
を
鑑
み
て
も
、
国
際
社
会

は
中
国
に
対
し
、

「
新
興
国
が
直
面
す
る
資
金
不

に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
発
展
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

(
G
 

対
外
融
資
と
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

身
が
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
く
な
っ
て
お
り
、
次
第

利
が
比
較
的
高
い
な
ど
、

そ
れ
ま
で
の
中
国
の

で
は
「

一
帯
一
路
」
と
い
う
言
葉
を
習
近
平
自

さ
ら
に
は
情
報
の
開
示
が
不
透
明
で
あ
り
、
金

若
干
和
ら
げ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
最
近

多
額
の
貸
付
を
行
っ
た
国
々
に
偏
っ
て
お
り
、

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
資
金
展
開
が
今
後
縮
小
に
向

か
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
既
存
の
経
済
秩
序
に
対

す
る
挑
戦
と
み
な
す
国
際
社
会
の
警
戒
感
を
、

輿
国
へ
の
救
済
ロ
ー
ン
は
、
中
国
が
こ
れ
ま
で

よ
う
な
中
国
に
よ
る
、
債
務
危
機
に
陥
っ
た
新

上
に
相
当
し
て
い
る
と
い
う
。
同
時
に
、
J
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